(公財）イオン環境財団　　 ２０１７年度

第２７回環境活動助成先公募　応募要項
１．基本テーマ　　 　「生物多様性の保全と持続可能な利用のために」

２．活動分野　　　　A.植樹　　　　　　　　　　　　　B.森林整備
C.砂漠化防止


D.里地・里山・里海の保全
E.湖沼・河川の浄化

F.野生生物の保護
G.絶滅危惧生物の保護

3． 助成額　　　　総額１億円　
4． 助成対象事業　　　国内外でフィールドワークを伴う環境活動に取り組んでいる団体
　　　　　　　　
5． 助成できない団体及び事業
①他への助成事業を実施している団体

②国からの補助金が５割以上の団体
③株式会社等の営利団体。
④普及・啓蒙のためのセミナー開催、関連書籍の出版、報告書の作成等の事業
⑤設立後１年未満の団体
6． 助成期間　　　　２０１８年４月１日 ～ ２０１９年３月３１日
　　　　　　　　　　　上記期間を超える活動は改めて翌年申請していただきます。
7． 応募締切　　　　２０１７年８月２０日（日）（消印有効）
8． 申請資格　　　　①申請団体所属の窓口担当者が、日本に在住する団体であること。
海外の団体の場合、その団体の構成員が日本に在住し、連絡が可能なこと。

　　　　　　　　　②日本円での送金を受領できる助成団体名義の「ゆうちょ銀行」の口座を有する団体であること。

９．申請方法　　　　①公益財団法人イオン環境財団ホームページにて申請必要事項を日本語で登録し、
その他指定の必要書類は下記住所までご送付下さい。
※ホームページでの登録のない書類は受け取りできません。

また、書類の持ち込みに対する受け取りはできません。

②申請登録はホームページからパソコンによる入力のみとなります。
③推薦状は対象分野の有識者１名（申請団体の構成員及び利害関係者は不可）の
推薦が必要です。
　　　　　　　　　　　　　※これまでの不可例（申請団体の理事、申請団体が所属している大学の学長など）
１０．決定方法　　　　当財団の選考委員による書類審査、審議を経て、理事会にて決定いたします。

なお、助成額については活動内容、これまでの実績などを基に審議し、助成金額を決定致します。（申請金額の満額助成とならない場合があります。）
１１．結果発表　　　　申請者全員に対して２０１８年１月下旬までに文書にてご連絡し、当財団ホーム　ページ及び新聞紙上で発表いたします。

１２．助成団体の義務　　①覚書の締結
②事業報告書の提出
③会計報告書の提出
1)中間報告　　９月３０日までの中間報告を、１０月３１日までに提出

2)年間報告　　３月３１日までの年間報告を、４月３０日までに提出

　  3)事業報告・会計報告が不完全の場合は、次回の助成が不可となる場合が

　　あります。
④覚書締結後の使途変更に対する事前申請

⑤余剰金の返金
１３．助成金支払方法　　２０１８年３月末迄に、日本円でゆうちょ銀行に振込みます。

１４．送付先　　　　（公財）イオン環境財団　担当者
〒261-8515　千葉市美浜区中瀬１丁目５番地１
TEL : 043-212-6022  FAX : 043-212-6815
E-mail : ef@aeon.info　　ホームページ：http://www.aeon.info/ef
年　　月　　日

公益財団法人イオン環境財団

理事長　岡田　卓也　宛
申請者　 住  所　〒

団体名
役職・氏名　　        　　　　　印
２０１７年度　第２７回環境活動助成先公募　申請書
※活動分野A～Gを一つだけご記入下さい。
活動分野　　　　　　
※仮申請完了時に発行された番号を記載ください。
	２０１７年度　仮登録ID番号（※仮申請完了時に発行された番号）
	


	提　出　物（外国語の場合、日本語訳を添付）
	チェック欄

	１．貴団体の活動に関する下記の書類

	2 寄付行為又は定款、規約等
	

	②２０１６年度活動報告書＊
	

	3 ２０１６年度会計報告書＊
	

	4 ２０１７年度活動計画書＊
	

	5 ２０１７年度会計予算書＊
	

	２．申請団体がＮＰＯ法人の場合は認証書のコピー
	


【提出物チェックリスト】
標記について、以下の申請書類を添えて申請します。
＊貴団体の事業年度における活動全体をご報告ください。

申請書は返却いたしませんのでご了承下さい。

アンケートにお答え下さい。(今後の媒体選択の参考にします。)

	当財団の助成制度はどんな媒体でお知りになりましたか？　○印の上、下記にご記入ください。

□　新聞　　　　　　新聞名は？　　　（　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　ホームページ　　何のＨＰですか？（　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　店頭・その他　　具体的にご記入ください。（　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


活動内容の詳細

活動趣旨(この活動の目的、経緯、意義などを含めてご記入下さい。全体像と当財団への申請部分を明確にご記入願います。)
　※助成決定後の活動地変更は原則として認められません。

	※主たる

活動地域
	国名
	
	地域名
	
	活動

面積
	(㎡、ha)

	

	活動の際の

ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄﾅｰ

(活動の取組先)
	相手先名
	

	
	住　所
	〒

　　　　　　　　　　　　TEL                           FAX


助成期間中の活動スケジュール

（いつ、だれが、どこで、なにを、どのように活動するのかを枠内に簡潔にご記入下さい。全体像と当財団への申請部分を明確にご記入願います。）
	年　　月
	活動内容の詳細

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


申請団体の経歴及び実績･申請者の略歴
	申請団体名
	

	役員
	名
	構成人数
(会員等)
	名
	年間総事業予算
	
	
	
	
	
	
	
	
	000

	設立年月日
	年      　月　　　日 設立
	申請金額
	
	
	
	
	
	
	
	
	000

	予算通貨単位
	円・US$・その他（       ）
	自己財源
	
	
	
	
	
	
	
	
	000

	申請団体の経歴および実績

	代表者の略歴　（最終学歴・職歴等）



2016年    月    日
公益財団法人イオン環境財団

理事長 岡田卓也殿
推薦者氏名（自筆）            　　　                   印　
所  属                      　　                

役  職                     　　                 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒
住  所                          　　            

TEL                           　　              

推　薦　状

被推薦団体名 　　　　                                          　　　  
	[推薦理由]



推薦状は対象分野の有識者１名（申請団体の構成員及び利害関係者を除く）の推薦が必要です。

	[推薦者の略歴] （最終学歴・職歴等）



「助成金の主な使途」（費目は参考資料をご覧下さい。）
※ワードまたはエクセルの書式どちらか一方をご使用ください。
２０１８年４月１日以降に発生し２０１９年３月３１日までに終了する費用が対象です。
業者の見積書または直近の領収書（以下見積書等という）の添付が必要な場合

・単価が３万円を超える費目
・単価が３万円未満でも、複数購入によって合計金額が３万円を超える費目
尚、申請団体作成の経費一覧表は見積書とはなりません。
記入欄が不足する場合は費目毎の合計費用を記入し、明細を添付して下さい。
	
	費　目
	金　額
	
	内　容（具体的に）
	添付資料No
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	合　計
	
	円
	
	



【助成金の主な費目】　費目の参考にして下さい。

当該事業遂行費用に対する助成であり、下記の①～⑤とそれに準じる費目は助成対象外です。

①他の活動に流用できる器具・備品等（カメラ、パソコン、ソフト等）

②10万円以上の固定資産（建物、車両等）

③国内事務所経費（人件費、事務所賃借料、水道光熱費、通信基本料金）等の管理費

④有給職員・有給会員の日当

⑤親睦会・慰労会等

＜事例：植樹活動＞

	№
	費　　目
	内　　　　　　容

	1
	苗木費
	苗木、種子等の費用

	2
	土地整備費
	整地、地拵えにかかる費用

	3
	植樹関連費
	1、2以外の費用

	4
	環境整備費
	植樹移植、護岸改修、井戸の設置等の土木工事

	5
	メンテナンス費用
	下草刈り、間伐等森のメンテナンスにかかる費用

	6
	講師費
	講師料、交通費等

	7
	交通費
	交通費(実費支給)、宿泊費

	8
	賃借費
	車両、船舶、機械等の賃借費用

	9
	活動補助者経費
	現地スタッフ人件費、臨時雇入者労賃等

※有給職員・有給会員の日当は助成対象外

	10
	植樹資材費
	備品、資材費用

	11
	調査資材費
	保護・調査活動にかかわる備品、資材費用

	12
	その他資材費
	その他の資材費

	13
	広告費
	参加者募集ポスター・チラシ、PR看板等

	14
	損害保険費
	ボランティア保険等

	15
	通信費
	郵便料金、海外通信費、インターネット通信費等

	16
	会議費
	会場使用料等

	17
	資料作成費
	資料作成費等

	18
	調査研究費
	水質調査、書籍等








参考資料








1

